





度（Attitude toward seeking professional psychological help: ATSPPH-S）（Fisher & 
Farina, 1995）」の翻訳版について，信頼性・妥当性を検討した。調査対象者は日本の大学


















































































には「Attitude toward seeking professional psy-
chological help（ ATSPPH；Fischer &  Turner，
1970）」 が あ る。 そ し て こ の 尺 度 の 短 縮 版 が














尺度は開発者の Fischer & Farina（1995）によっ








の尺度（「University Personality Index 尺度」，
「UCLA 孤独感尺度」，「心理的援助への偏見尺
度」，「学生相談室への関心尺度」）との相関を調




























調査対象　大学 1 年生から 4 年生までの計 699
名であった。男子 331 名，女子 367 名，無記名
1 名， 平 均 年 齢 18.6 歳（range: 18-24；SD=.75）
であった。83.9% が 1 年生である。ATSPPH-S
尺度の先行研究では平均年齢が 18~20 歳と低
く，比較的低学年を中心に検討されている（e.g.，





























点）」から「あてはまらない（1 点）」までの 4 件
法で尋ねた。本研究における内的整合性（クロン
バックのα係数）は .89 が算出された。
3 ）心理的援助への偏見 Komiya, Good, &Sherrod

































子性を検討した（Table 1）。結果，第 1 主成分に
おいて，反転項目は全てマイナスの負荷量を示し










Table 1  ATSPPH-S 尺度の主成分分析結果
成　分 共通性
 5 ） もし長い間、悩み動揺していたら、私は心理相談員（心理士）の助けを求
めるだろう
 .733  .669
 3 ） もし私が今、重い心の葛藤を抱えたら、心理面接でそれを解消できると信
じている
 .718  .577
 6 ） 私は将来、心理的な相談を受けたいと思う  .689  .513
 7 ） 悩みを抱えた人は、一人でそれを解決しようとせず、専門家と解決するほ
うが良いだろう
 .675  .473
 1 ） もし私が心理的に深く悩んだり落ち込んだりしたら、まず専門家に相談に
行くと思う
 .648  .498
＊ 9 ） 心理相談は最後の手段として、人は自分の問題に取り組むべきである  -.520  .452
＊ 8 ） 心理面接に費やす時間やコストを考えると、私のような人間にその価値が
あるかどうか疑わしい
 -.427  .494
＊ 4 ） 専門家の助けに頼らず、自分の葛藤や恐怖心に進んで立ち向かおうとする
人は何か立派なものがあると思う
 -.401  .435
＊ 2 ） 心理相談員（心理士）と何らかの問題について話し合うというのは、心の
葛藤を乗り越えるために有効ではないと思う












第 1 因子を「援助探索への積極性（Openness to 
Seeking Treatment for Emotional Problems）」，
第 2 因子を「援助探索における価値・ニーズ









































ととした（Table 2）。因子間相関は .47 となる。
第 1 因子は専門家に援助を求める態度を示す項目
で構成されていることから「専門的援助の求め






た。AMOS 16.0 による分析の結果，χ2 値の自
由度は 26，値は 112.76（p<.001），修正適合度
指標（Adjusted Goodness of Fit Index；AGFI）
は .931， 比 較 適 合 度 指 標（Comparative Fit 
Index；CFI）は .927，Root Mean Square Error 




検討したが，χ2 値の自由度は 27，値は 239.55
（p<.001），AGFI は .860，CFI は .821，RMSEA




Table 2  ATSPPH-S 尺度の探索的因子分析結果（主因子法・プロマックス回転）
Factor 1 Factor 2 共通性
5 ）もし長い間、悩み動揺していたら、私は心理相談員（心理士）の助け
を求めるだろう
 .836  -.131  .619
3 ）もし私が今、重い心の葛藤を抱えたら、心理面接でそれを解消できる
と信じている
 .680  .014  .472
6 ）私は将来、心理的な相談を受けたいと思う  .593  .046  .379
1 ）もし私が心理的に深く悩んだり落ち込んだりしたら、まず専門家に相
談に行くと思う
 .575  .093  .389
7 ）悩みを抱えた人は、一人でそれを解決しようとせず、専門家と解決す
るほうが良いだろう
 .560  .044  .339
8 ）心理面接に費やす時間やコストを考えると、私のような人間にその価
値があるかどうか疑わしい
 -.033  .578  .317
9 ）心理相談は最後の手段として、人は自分の問題に取り組むべきである  .107  .500  .312
4 ）専門家の助けに頼らず、自分の葛藤や恐怖心に進んで立ち向かおうと
する人は何か立派なものがあると思う
 .003  .481  .233
2 ）心理相談員（心理士）と何らかの問題について話し合うというのは、
心の葛藤を乗り越えるために有効ではないと思う
 -.015  .441  .189
累積寄与率（％）  33.4  50.1
注）反転項目は反転させずに用いている































































































ATSPPH-S「専門的援助の求め」  .159＊  .055  .477＊＊
























ころ，第 2 因子は .65 であった。ある程度の信頼
性は保証されるだろうが，確認的因子分析の推定









































































1 ） 本論文の原稿を完成後に、項目 10“Personal and 
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Reliability and Validity of a Scale for Assessing the Attitudes of 
Japanese Students Seeking Professional Psychological Help  
Uematsu, Akiko ／ Hashimoto, Kazuyuki ／ Komuro, Yasuhiro
 We examined the reliability and validity of a Japanese version of the Seeking Professional 
Psychological Help Scale-Short (ATSPPH-S) scale, a widely cited scale used to explore adolescents’ 
attitudes towards mental health services. Participants were 699 Japanese university students. Factor 
analysis showed that the two factors of the Japanese version were negatively correlated, indicating a 
different relationship between these factors than was found in the original version. This result may 
suggest that Japanese adolescents would seek professional psychological help as part of a self-directed 
problem-solving process—in other words, an extension of self-help. Adequate model fit was indicated 
after we converted five items that were originally reverse scored to straight items. This model also had 
two factors (“seeking professional psychological help” and “self-direction”). Both factors were significantly 
correlated to a mental health scale and an index of concern about the mental health service center at 
their university. The second factor was also correlated positively with the Stigma Scale for Receiving 
Psychological Help. It indicated that Japanese adolescents might have some ambivalence regarding the 
use of mental health services. Thus, the ATSPPH-S showed adequate internal reliability and validity for 
Japanese adolescents, and differed slightly for this group.
Keywords:	 Mental health service, Help seeking behavior, Attitudes Toward Seeking Professional Psychological Help 
Short-Scale, Social stigma to receiving psychological help.
